
年
度
末
の
ご
挨
拶

年
度
末
の
ご
挨
拶

「
令
和
６
年
度
を
振
り
返
っ
て
」

「
令
和
６
年
度
を
振
り
返
っ
て
」

社
会
福
祉
法
人
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
　
長
山
　
洋

　

平
素
よ
り
、
本
会
事
業
に
格
別
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

令
和
６
年
は
、
元
日
の
能
登
半
島
地
震
、

７
月
の
山
形
県
・
秋
田
県
豪
雨
災
害
と
いっ
た

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま

た
、
令
和
７
年
２
月
26
日
に
発
生
し
た
大
船

渡
市
赤
崎
町
林
野
火
災
に
お
い
て
は
、
多
く

の
方
が
避
難
し
、被
災
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
本
会
で
は
、
県
内
市
町
村
社
協
の

協
力
に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
支
援
す
る
職
員
の
派
遣
や
、
福
祉
施
設

運
営
法
人
の
協
力
に
よ
る
災
害
派
遣
福
祉

チ
ー
ム
の
派
遣
な
ど
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
支

援
に
努
め
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
い
つ
ど
こ

で
発
生
す
る
か
予
知
で
き
な
い
自
然
災
害
に

備
え
、
平
時
か
ら
関
係
機
関
と
の
連
携
を
進

め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
は
被
災
者
や
被

災
地
に
寄
り
添
い
、
生
活
再
建
に
向
け
た
支

援
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高

騰
の
長
期
化
の
影
響
に
よ
り
、
経
済
的
困
窮
、

孤
立
、
引
き
こ
も
り
等
、
社
会
的
課
題
は
ま

す
ま
す
複
雑
化
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
生

活
に
困
窮
す
る
世
帯
等
が
生
活
再
建
で
き
る

よ
う
、
市
町
村
社
協
は
じ
め
関
係
機
関
、
団

体
、
企
業
の
皆
様
に
は
、
一人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
支
援
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
民
の
支
援
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
中
、
的
確

な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
支
援
を
担

う
人
材
の
確
保
が
困
難
な
状
況
が
続
く
な
ど
、

福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て

い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
本
会
の
取
組
み
の
方
向
性
を

示
す
た
め
に
策
定
し
た
「
活
動
計
画

2
0
2
4
―
2
0
2
8
」
に
基
づ
き
、
幅
広
い

生
活
支
援
ニ
ー
ズ
を
包
括
的
に
捉
え
、
様
々
な

関
係
者
が
連
携
・
協
働
し
、
重
層
的
に
支
援

し
て
い
く
体
制
を
構
築
す
る
な
ど
、「
地
域
共

生
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
、
皆
様
と
福
祉

を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
共
有
し
な
が
ら
、
共

に
手
を
携
え
、
誰
一人
取
り
残
す
こ
と
な
い
豊

か
な
福
祉
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い わ て 福 祉 だ より パートナー  2025年 3月 2


